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【事務局からのお知らせ】 

《会員動向》 
 2016 年 7 月 5 日現在 会員数 764 名、専門医 593 名 

《新入会員》(敬称略) 
松井 啓隆：熊本大学大学院生命科学研究部 
      臨床病態解析学分野 
越中 秀和：大和市立病院 
柳原 希美：札幌医科大学医学部 
      感染制御・臨床検査医学講座 
菅野 宙子：東京女子医科大学病院 
竹下 享典：名古屋大学医学部附属病院検査部 
佐久間貴彦：愛知厚生連渥美病院臨床検査科 
藍  智彦：順天堂大学臨床検査医学 
成瀬 寛之：藤田保健衛生大学臨床検査科 
山下 明子：半田市立半田病院臨床検査科 
大山 典子：東葛病院検査診断科 
近澤 悠志：東京医科大学臨床検査分野 
横井 左奈：千葉県がんセンター遺伝子診断部 
松浦 元一：徳島大学病院検査部 
西川 真子：東京大学医学部附属病院検査部 
横山 直之：帝京大学医学部内科 
永妻 晶子：国立がん研究センター東病院 
      先端医療開発センター 
矢嶋 信久：八戸市立市民病院臨床検査科 
蔵野  信：東京大学医学部附属病院検査部 
後藤 和人：九州大学病院検査部 
髙野 勝弘：山梨大学医学部臨床検査医学 
海老原 文：がん研究会有明病院 
清水 利昭：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 
      血管代謝病態解析学 
上蓑 義典：慶應義塾大学医学部臨床検査医学教室 
藤原  亨：東北大学病院血液免疫科 
川口 将也：医療法人財団俊陽会古川病院 
杉原 匡美：順天堂大学医学部臨床検査医学講座 
高城 一郎：宮崎大学医学部附属病院感染制御部 
政木 隆博：東京慈恵会医科大学臨床検査医学講座 
中村 丈洋：香川県立保健医療大学臨床検査学科 

《所属・その他変更》(敬称略) 
高橋伸一郎：旧 北里大学医療衛生学部血液学 
      新 東北医科薬科大学病院臨床検査部 
        教授・検査部長 
山鳥 一郎：旧 広島市立広島市民病院 
        病理診断科・臨床検査部 
      新 福山市医師会健康支援センター 検査部長 
中原 一彦：旧 東レ株式会社本社医務室、 
        (独)大学評価・学位授与機構 
      新 東レ株式会社本社医務室 
千葉 貴人：旧 Vanderbilt University 
      新 飯塚病院 皮膚科 
狩野 有作：旧 北里大学医学部臨床検査診断学 准教授 
      新 北里大学医学部臨床検査診断学 教授 
越川  卓：旧 愛知県立大学看護学部 
      新 修文大学看護学部 
真船 直樹：旧 酪農学園大学酪農学部食品科学科 
        栄養学研究室 
      新 北海道大学病院検査・輸血部 

新谷 憲治：旧 公立学校共済組合中国中央病院 
      新 岡山大学附属病院血液内科 
白石 泰三：旧 三重大学医学部病理学第二講座 
      新 桑名市総合医療センター 副理事長 
大西 宏明：旧 杏林大学医学部臨床検査医学 准教授 
      新 杏林大学医学部臨床検査医学 教授 
        杏林大学医学部付属病院臨床検査部 部長 
堂本 英治：旧 防衛医科大学病院検査部 
      新 一般財団法人 神奈川県警友会 
        けいゆう病院病理診断科 
白木 克哉：旧 三重大学大学院消化器内科学 
      新 三重県立総合医療センター 
        消化器内科 副院長 
中山 宏文：旧 広島鉄道病院臨床検査室 
      新 JR 広島病院 診療部臨床検査科 
        (病理診断科) 
松下 弘道：旧 東海大学医学部基礎診療学系臨床検査学 
      新 国立研究開発法人 
        国立がん研究センター中央病院 
        病理・臨床検査科 医長 

《退会会員》(敬称略) 
下川 高賢：愛知三の丸病院 

足立 史朗：市立豊中病院 

山﨑 朋子：九州中央病院 

泉  美貴：東京医科大学医学部 

高橋 伯夫：琵琶湖中央病院 

関  邦彦：JR 東京総合病院 

尾崎由基男：笛吹中央病院 

《訃 報》 
大場 康寛 先生 2016 年 2 月 21 日ご逝去(本会 名誉会員) 
水野  昭 先生 2016 年 2 月 29 日ご逝去 

 ご冥福をお祈り申し上げます。 

【日本臨床検査専門医会ネットワーク稼働のお知らせ】 

 かねてより開発しておりました「日本臨床検査専門医会ネ

ットワーク」は平成 28 年 3 月より正式稼働を開始しました。

専門医会ホームページ左上のバナーよりご利用ください。な

お、ID およびパスワードを会員の方々に郵送いたしましたが、

ご不明の点がございましたら事務局までお問い合わせくださ

い。 

【平成 28 年度第一回総会報告】 

 第 25 回日本臨床検査専門医会春季大会時に平成 28 年度第

一回総会が開催されました。 
 日 時：平成 28 年 3 月 26 日(土)11：10～12：00 
 場 所：高知市文化プラザかるぽーと 

審議事項 
 第一号議案：平成 27 年度決算について(別表) 
 第二号議案：第 28 回春季大会について 
 第三号議案：平成 28 年度補正予算について 

 第一号から第三号議案はすべて承認されました。第三号議

案は本年度予算に専門医会ネットワーク開発経費残金および

要覧発行代を追加するものです。(別表参照) 
また、平成 30 年度第 28 回春季大会大会長として信州大学医

学部病態解析診断学 本田孝行教授が推薦され、満場一致で

承認されました。 

事務局だより 
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 第一部 ポスターセッション 
   「臨床検査専門医のワークライフバランス」 
   仕事、研究と育児など家庭生活との両立を考える。 
 第二部 グループディスカッション 
   「臨床検査専門医の生涯教育」 
   女性医師を含む臨床検査医学を学ぶ若手へのサポート 
   を含めた生涯教育を考える。 

【「全国検査と健康展」協力について】 

 11 月 11 日(金)「臨床検査の日」に合わせて開催される日

本臨床衛生検査技師会主催「全国検査と健康展」で、本年度

も「検査説明・健康相談」への協力を行います。本年度は 11
月 12 日奈良県奈良市をメイン会場として、11 月を中心に各

都道府県で開催予定です。本年度も多くの先生方のご協力を

お願いいたします。 

【平成 28 年度行事予定】 

平成 28 年 
 9 月 1 日(木)～4 日(日) 

  第 63 回日本臨床検査医学会学術集会(神戸国際会議場) 
 9 月 1 日 10：30～11：30 第 2 回全国幹事会 
             (神戸国際会議場第 7 会場) 
 9 月 1 日 13：30～15：00 第 49 回日本臨床検査専門医会 
             総会・講演会(同上、第 1 会場) 
 9 月 3 日 8：45～10：45 共催シンポジウム 
             (神戸ポートピアホテル第 16 会場) 
 9 月 3 日 13：10～14：10 共催ワークショップ 
             (神戸国際会議場 A 会場) 
 11 月 11 日(金) 臨床検査の日 
      (日本臨床衛生検査技師会：全国検査と健康展) 
      メイン会場奈良県奈良市(開催日 11 月 12 日) 
 12 月 17 日(土) 第 2 回常任幹事会 
        (日本臨床検査専門医会事務局) 

【平成 28 年度会費振込みのお願い】 

 平成 28 年度の会費振込用紙をお送りしましたので振込を

お願い致します。尚、未納分のある会員の方々は合計額の振

込をお願いします(納入状況は振込用紙に記載してあります)。 
   平成 28 年度年会費 : 10,000 円 
   (平成 28 年 1 月 1 日現在、70 歳以上の方は 5,000 円) 

 
   郵便振込み口座 : 00100-3-20509 
   日本臨床検査専門医会事務局 

 
 ご自身の振込み状況が不明な先生は、事務局まで E-mail ま

たは FAX でお問い合わせください。 
 過去 2 年間会費を滞納している先生には、LabCP、JACLaP 
NEWS、要覧の発送を停止いたします。悪しからずご了承下

さい。 

【住所変更・所属変更に伴う事務局への通知について】 

 住所・所属の変更にともなって定期刊行物、JACLaP WIRE、

電子メールなどの連絡が届かなくなる会員がいます。勤務先、

住所および E-mail address 等の変更がありましたら必ず事務

局までお知らせ下さい。変更事項はホームページから【会員

情報変更届】をダウンロードしてそれに記載し、FAX あるい

は E-mail でお送りください。 
 また、日本臨床検査専門医会ネットワークシステムでは会

員情報を各自で編集可能ですが、変更した旨を事務局までメ

ールでご連絡下さい。 
＜連絡先＞日本臨床検査専門医会 事務局 
     (水・土日祝祭日は休業日) 
電話・FAX：03-3864-0804 アドレス：senmon-i@jaclp.org 

【副会長挨拶】 

臨床検査部を診断部門として活用してもらうために 

 このたび、日本臨床検査専門医会(専門医会)副会長を拝命

しました、信州大学の本田孝行です。専門医会の役員は初め

てです。よろしくお願い申し上げます。 
 登会長から教育担当ということで任命されたと自分では認

識しています。日本臨床検査医学会(検査医学会)でも本年度

から教育委員会委員長を仰せつかりました。この際だから、

検査医学会と専門医会の教育会を合同でと考え、専門医会教

育研修委員会委員長の米川先生と相談して、専門医会の教育

研修委員の皆様には、検査医学会の教育委員もお引き受けい

ただきました。米川先生も私も検査結果に解釈(コメント)を

付けて臨床に返却できれば、医療における臨床検査の価値は

飛躍的に上がると考えています。そのためにどうすればよい

か、教育という面で考えて行きたいと思います。 
 臨床検査室が最低限果たさなければならない役割は、精度

管理の行き届いた検査結果を必要な時に迅速に提供すること

です。したがって、今までの臨床検査には、“精度管理”、

“必要な時” および “迅速” が求められてきました。この 3 項

目が最も重要であることは未来永劫変わらないのですが、こ

れらを忠実に行っても、臨床検査部門が発展できる保障があ

りません。 
 世界中で最も頻回に行われている検査は、血算、生化学、

凝固線溶、尿検査を含むルーチン検査です。しかし、臨床現

場で検査結果が十分に活用されているとは言えません。臨床

において検査データの解釈が難しいために活用されていなけ

れば、臨床検査室(部)で検査データを利用しやすくし、臨床

に提供すべきです。検査データ解釈は臨床医の仕事として何

も行わないのは、臨床検査室の怠慢であり、医療に貢献する

チャンスを失うことになります。臨床検査室が単に検査する

だけでなく、検査データ解釈も仕事であると認識する時期に

きています。 
 ルーチン検査を十分に解釈できれば、各臓器の病態および

患者の全身状態を詳細に把握できます。比較的安価であるル

ーチン検査を経時的に行うことで、患者の状態をリアルタイ

ムに把握できます。ルーチン検査を解釈する専門の検査医お

よび検査技師が存在するよりも、すべての検査技師が行う基

本業務となれば、臨床検査室の地位はゆるぎないものになる

と思います。 
 ルーチン検査は診断するものではないといわれます。その

通りです。しかし、病態が把握できれば診断できることもあ

り、少なくとも鑑別診断を挙げる根拠としなければなりませ

ん。現在の医療において、どうしても診断を意識せざるを得

ません。診断するものではありませんが、診断から逃げては

いけません。矛盾しているようですが、現在の臨床検査全般

に対して言えると思います。診断および治療に寄与する臨床

検査であらねばならないと思います。 
 臨床検査室を診断部門として活用してもらうためにどのよ

うに教育すればよいか、教育研修委員会の皆様と模索してい

きたいと思います。 
(信州大学医学部病態解析診断学 本田孝行) 
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【会員の声】 

臨床検査専門医試験を受験して 
 この度、平成 27 年度の臨床検査専門医のお仲間に加えて

いただくこととなりました青木智之と申します。私は平成 17
年に群馬大学医学部を卒業した後、県内の桐生厚生総合病院

で 2 年の初期研修を行いました。内分泌・糖尿病内科医を志

しておりましたが、研修先での内分泌・糖尿病内科の指導医

であった森村匡志先生の勧めもあり、平成 19 年度より現在

の所属先である群馬大学医学部検査部に所属させていただく

こととなりました。同時に夜間大学院にも入学し、臨床検査

医学講座教授の村上正巳先生の御指導のもと、臨床ならび研

究に研鑽をつむこととなりました。 
 大学病院という施設の性質上、検査部では診療・研究・教

育に従事しております。診療業務としては各部署のトラブル

発生時の対応や採血室と生理機能検査室における急変時対応、

未到着検体の確認、臨床検査技師作成のレポートの最終チェ

ックなどを行っています。また、群馬大学では検査部外来を

開設しており、初診患者の対応をはじめとする外来業務も行

っています。外来では当初の希望であった甲状腺をはじめと

する内分泌疾患、糖尿病診療についても修練を積むこともで

きました。研究面では甲状腺ホルモンの活性化機構とその役

割について、動脈硬化との関連について研究を行っています。

教育としては医学科の学生を中心に講義および実習指導を行

なっています。 
 今年の 3 月になんとか学位を取得することができ、余裕が

できたのを機会に村上教授から「そろそろ検査専門医を受験

したらどうか？」というお言葉を頂きました。合格した諸先

輩方から常日頃より「検査専門医の試験は実技試験があるか

ら難しいよ」と聞かされておりましたので、4 カ月弱ほどの

準備期間でどうにかなるものなのか？、と非常に不安でした。

そのようなこともあり、専門医試験受験はもう少し先にしよ

うと考えていましたが、村上教授からの薦めに背中を押され

る形で、専門医試験に挑戦することを決意いたしました。先

輩方から専門医会の教育セミナーは必ず受講しておくようご

助言をいただきましたので、その日のうちに専門医会に入会

希望を提出し、準備を開始いたしました。セミナーでいただ

いた資料等を中心に、有資格者の先輩方からの御助言も交え

て筆記試験対策を行いました。また、忙しい業務の合間に、

検査部及び輸血部の臨床検査技師の皆様が実技指導に時間を

割いてくださいました。非常に恵まれた環境で受験の準備が

できたと思います。その一方で、御助力いただいた方々のた

めにも、必ずや良い結果を出さねばと緊張感が高まりました。 
 試験は平成 27 年 8 月 1、2 日の両日東京大学で行われまし

た。余裕をもって出発したつもりでしたが、大学の広さに構

内で迷ってしまい真夏の炎天下の中 1 時間近く歩くこととな

り、試験前から汗だくになってしまうというアクシデントも

ありましたが、無事時間内に到着し試験を受けることが出来

ました。2 日目は実技試験が中心となりましたが、丸一日の

長丁場で試験終了時には、疲労困憊してしまいました。試験

は実技試験が大きなウエートを占めておりましたが、そのた

めのサンプルや資材の準備、当日の管理等、試験の準備及び施

行に携わった方々の苦労は、筆記試験のみを考査対象とする試

験とは比較にならないほど大きかったのではないかと思います。 
 現在の一般的な診療現場においては、検査のオーダー→実

際に検査→結果の報告→結果の評価および説明、といった流

れで診療が進んでいきますが、医師が通常関わるのは、検査

オーダーと評価および説明、という検査の入口と出口の部分

です。生理機能検査における超音波検査のように、もとはと

いえば医師が検査の多くを行っていたものでも臨床検査技師

が検査を行う機会が増加しています。そのような状況の中で

検査をオーダーする医師は、検査を実際行う臨床検査技師が

どのような事をしているのかを知る機会が減っている気がし

ます。心理的な距離も離れていくことが危惧されますが、ま

さにここで活躍するのが検査を専門とする医師であり、検査

部医師は両者をつなぐ架け橋ではないでしょうか？現在勤務

する施設では、高い専門性を持った臨床検査技師がたくさん

おります。彼らの専門性には驚かされることも少なくありま

せん。しかしながら、医師との役割の違いからその能力が生

かし切れない部分もあります。役割の違う医師サイドの要求

の本質を彼らに伝えるためにはある程度、検査そのものの知

識も必要となります。検査学のカバーする領域は広く検査を

専門とする医師でもすべての検査領域をスペシャリストとし

て網羅することは困難です。それでも今回の専門医試験を通

じて、臨床検査技師と円滑なコミュニケーションを行うため

に必要な最低限の知識を習得できたのではないかと考えてい

ます。また、不十分ながらも一般的な検査行程やその過程で

生ずる問題点を再確認することができたことは、一般診療を

行う際においても、より高いレベルでの検査オーダーや結果

の解釈に必ず役立つと確信しています。 
 まだまだ、臨床検査専門医としては未熟な私ですが、専門

医の取得を今後のキャリアのスタートと考え、よりいっそう

の研鑽をつんでいきたいと考えております。専門医会の先生

方の御指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。最後

に大学入職後ずっと指導いただいている村上先生をはじめと

する先輩方、また臨床検査技師の皆様方に深謝申し上げます。 
(群馬大学医学部附属病院検査部 青木智之) 

新人臨床検査専門医として 

 みなさま、はじめまして。高知大学医学部病態情報診断学

講座の上岡樹生と申します。平成 27 年度から臨床検査専門

医の仲間入りをさせて頂きました。私は平成 3 年に高知医科

大学を卒業し、高知医科大学第 3 内科(現高知大学医学部呼

吸器・血液内科)に入局しました。当時の教授は三好勇夫先

生であり HTLV-I の研究が盛んな頃で、臨床に携わりながら

主に血液関連の研究を進めておりました。その後、高知県立

幡多けんみん病院に赴任し、呼吸器科医として働いていまし

たが、高知医科大学臨床検査医学教室の杉浦哲朗教授の教室

にお世話になることになりました。ATL に関する研究論文で

学位を取得し、今回臨床検査専門医に合格できました。 
今回の専門医申請に関してですが、カルテの電子化に伴い検
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ながら今回受験をしたつもりでしたが、直後に基幹施設とし
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